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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

ソフトウェア分野

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

SOFTWARE カナダのソフトウェア分野
カナダのソフトウェア産業は就業人口が約26万1,100人、企業数が5万2,926社である。これ
ら企業は、ソフトウェアの開発販売会社が2,000社ほどあるほかは、ほとんどがシステム設
計と関連サービスを手がけている。カナダのソフトウェア関連サービス市場は2007年時点で
322億ドル規模に達した。また、 Software Magazine誌に掲載されたグローバル・ソフトウェ
ア企業トップ500社のうち20社はカナダ創業されており、カナダは国別割合で見ると米国に次
ぎ世界第2位である。

カナダのソフトウェア分野は、企業向けアプリケーション、eセキュリティ、医療、イメージング、
金融サービスをはじめとする様々な分野で強みを発揮しており、この5年間で、米国系企業を
中心とした外国からの投資が急増した。

主な利点
研究開発： カナダの情報通信技術（ICT）分野における国内研究開発費の総額は、2006年、60
億ドル（同じ行に）にのぼった。このうち、ソフトウェアとコンピュータ・サービスの研究開発
関連が34.1％を占めた※1。このソフトウェア研究開発への投資は、1997年比で298％増、前
年比で9.2％増と、大幅な伸びを示している。

カナダのイノベーションの推進力：イノベーション文化育むカナダの企業向けアプリケーショ
ン・ソフトウェア（EAS）分野では、Cognos（現在はIBM社の傘下）やOpen Textなど、世界
を牽引する一流企業が輩出している。また、世界を代表するEAS企業が、カナダへ投資しており、 
その事例をいくつか紹介すると、IBMのトロント・ソフトウェア研究所（2,000人以上の開発者
を抱え、IBMグループの中では世界で3番目に大きな研究所）、Microsoftの主要な開発センター
（ブリティッシュ・コロンビア州リッチモンド）、SageグループのグローバルR&D施設（ブリ
ティッシュ・コロンビア州）などがある。

カナダにおける企業向けアプリケーション・ソフトウェアの成長：SaaS（「サービスとして
のソフトウェア」を意味するSoftware as a Serviceの略語）アプリケーションおよびコラボ
レーティブ・アプリケーションの分野で、カナダが優れた能力を育んできた背景には、IBM、
Microsoft、SAP、Oracleなど、世界を牽引する一流企業がカナダに拠点を構えていることが
ある。特に、最も急速な成長が見込まれるのは、年平均成長率11.7％が予想されるCRM（「顧
客関係管理」を意味するCustomer Relationship Managementの略語）市場である。そして
最大の収益が見込まれる市場は、2007年、関連ソフト開発企業全体の収益が8億4,050万ドル
にのぼったERM（「企業関係管理」を意味するEnterprise Relationship Managementの略語）
市場である※2。

カナダの情報通信インフラ：カナダには世界第2位の充実した通信インフラがあり、あらゆる
タイプの技術関連ビジネスに必要な基幹環境が整っている。カナダ政府は2007年に、世界屈
指の次世代オール・オプティカル研究ネットワークとして知られる「CA*ネット 4」の設計、配
備、運用の継続を目的として、1億2,000万ドルの拠出を公約した。

カナダのソフトウェア分野はeセキュリティ、医療、イメージング、金融サービスなどの分野
でも強みを発揮している。

特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。  
※1：Canadian ICT Sector Profile、2008年7月　※2：IDC Canadian Enterprise Applications 2008年-2012年予測

カナダにおける近年の投資例

» The Citco Groupが2008 年、ヘッジフ
ァンド業界をサポートするアプリケーション開
発にあたり325人の新規雇用を伴う大規模
IT 投資をノバスコシアで実施する旨を発表。

» ワシントン州に本社を置くMicrosoft 
Corporationが2007年、ブリティッシュ・
コロンビア州に200人の新規雇用を伴う、グ
リーンフィールド施設を創設。

» カリフォルニア州を拠点とするParagon 
Global Resources Inc.が2007年、
ノバスコシア州における業務を拡大し、新た
に150人を採用。

» カリフォルニア州に本社を置くS a g e 
Software Inc.が2007年、オンタリオ州
でグリーンフィールド投資を実施し、130人の
新規雇用を創出。

» ドイツのSAP AGが 2007年、ケベック州に
750人の新規雇用を伴う、グリーンフィールド
施設を創設。

カナダに投資する世界的な大企業

Adobe

Corel Corporation

Fujitsu Consulting

IBM Corporation

Microsoft Corporation
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SAP AG

カナダの大手企業

CGI Group Inc.

Constellation Software Inc.

Enghouse Systems Ltd.

Matrikon

Open Text Corporation

Platform Computing Corporation
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Canada
アルバータ州
アルバータ州のソフトウェア産業は、約1万6,600人を雇用し、年間30
億ドルを超える売り上げがある。アルバータ州、特にエドモントンに所
在するソフトウェア企業は、カスタム・プログラミング、デジタルコン
テンツ制作、eラーニング、エネルギー資源産業ソフトウェア、 財務プロ
セス管理ソフトウェアなど、幅広いビジネス分野で、高い専門性を発揮し、
その技能が広く認識されている。

マニトバ州
マニトバ州のICT企業1,500社の 約80％が、ウィニペグを所在地にして
いる。このクラスターでは、EDS、IBM Canada、IDERS、ImagiNET 
Resources Corp.、Momentum Healthware、Online Business 
Systems、Protegra Technology Group、Emerging Information 
Systems （EISI）などの大手ICT企業が、合計で1万5,000人を雇用している。
EISI は北米最大のファイナンシャル・プランニング・ソフトウェアの開発ベン
ダーである。同業界をサポートする研究開発施設には、マニトバ大学が5,200
万ドルを投じて新設した最新鋭のEngineering and Information Technology 
Complexや、レッドリバー・カレッジの新ダウンタウン・キャンパスなどがある。

サスカチュワン州
サスカチュワン州では、約300社のICT 企業が推定1万4,000人を雇用している。同州が誇るコン
ピュータソフトウェア／デジタルメディア・コンテンツ、医療管理システム、コンピュータ化された
銀行システムおよび組み込むリアルタイムシステムの技能は、世界中に輸出されている。サスカチュ
ワン州に所在する企業には、IBM、EDS、Vecima、CGI、GE Healthcareおよびカナダ最大の情
報システム管理サービス事業者の ISMなどがある。

ケベック州
グレーター・モントリオール地区のソフトウェア業界就業人口は、4万8,000人に
及ぶ。 その業容は極めて多岐にわたり、Eコマース、CRM、金融、ERP、製造
プロセス、医療、 運輸物流、研修、イメージング、行政などの業務用ソフト市場
で優れた実力を発揮している。グレーター・モントリオール地区に所在する主要
企業には、Dassault Systèmes、Ericsson Canada、MediSolution、SAP、
Société GRICSなどが名を連ねている。 企業は創造的な人材を育成するうえで、
同州に所在する多くの研究センターを活用できる。

ノバスコシア州
ノバスコシア州のソフトウェア開発業界は、主にハリファックスに集中し、8,000
人を超える熟練労働者を雇用している。主要企業には、Research in Motion、
Keane、CGI、IBM Canadaなどが名を連ねている。確固とした地位を築いてい
る教育機関やInformation Technology Industry Alliance of Nova Scotia（同
州のIT産業の成長と開発の促進に尽力している非営利組織）が、これらの企業をサ
ポートしている。

KEY CANADIAN CLUS

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、手厚い研究開
発奨励制度、地方自治体や地元開発機関から得られる質の高いサポー
ト、および知的財産権の保護が功を奏し、カナダでは企業が投資し
やすく活躍しやすいビジネス環境が整っている。

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また世
界で最も健全な銀行制度※4を備えた国として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit（EIU）、およびWorld Economic Forumが公表している評価
基準に基づくと、評価対象となったカナダの都市すべてが優れたビ
ジネス環境を提供している。なかでも、優れた支援を提供する地元
の開発ネットワークを有することから、シャーロットタウンとハリ
ファックスが傑出している。

際立つクオリティ・オブ・ライフ
カナダの生活環境が高い評価を受けている点が、国際的に優れた人
材をめぐる獲得競争において、重大な役割を演じている。自然の美
しさ、比較的低い生活費、生活の質と価値観を背景に、カナダは暮
らすのに最適な場所の一つとして、世界的に認識されている。この
ことが、カナダの都市が国内外から若手新入社員を、さらに世界中
から優れた外国人労働者を引き付ける理由になっている。

Mercer Cost of Living Survey、Sperling（著）『都市のラン
キング評価』（原題は“Cities Ranked & Rated”）、Economist 
Intelligence Unit（EIU）の生活の質指標など、国際的な評価基準に
よれば、カナダの都市は常にランキングのトップ近くを占めている。

生活環境 
（上位都市）※1

世界トップレベルのインフラ 

運営環境を総合的に評価するうえで、交通・通信インフラは重要な
検討事項である。対象地のインフラ評価には、幹線道路／一般道路
へのアクセス、交通渋滞、空港／港へのアクセス、公共交通機関、
電力／通信の安定供給などを考慮している。 

カナダは、高信頼度・高品質の通信／ブロードバンド・インフラに
おいて、比類のない接続性を提供している。また、電話料金につい
ても、G7諸国中で最低水準の料金体系になっている。

交通インフラの点でも、カナダの各都市が最高水準のインフラを提
供している。北米の評価対象地の中では、優れた公共交通網、空路
および海路でのアクセスのしやすさと接続の良さから、モントリオー
ルが上位に入っている。

インフラおよび情報通信網 
（上位都市）※1
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カナダのバリュー・プロポジション

2

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州では、ASP（「動的にウェブページを作成する機能」
を意味するActive Server Pagesの略語）、ウェブホスティング、ビジネス・イン
テリジェンス、CRM、Eコマース、グラフィックス出版管理、サプライチェーン・
マネジメントなどを用途とするソフトおよび関連サービスを専門家が3万2,500人
を超える。バンクーバーのクラスターでは、そうしたアプリケーション分野で独
自のアプローチを開発した多国籍企業7社が活動している。コンテンツ管理、
SaaS、Eコマース、セキュリティ、ワイヤレス、デジタルビデオ、ウェブ2.0
などの分野でも市場優位性がある。
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オンタリオ州
オンタリオ州には、IBM、Microsoft、Adobe、Cisco Systems、HP、EDS、Satyamなど多国籍企業大手の子会社を含め、
世界一流のソフトウェア・システム開発企業が多数、拠点を構えているほか、Research in Motionなど、世界一流のカ
ナダ企業も所在する。こうした企業の大半は、ネットワーク・アプリケーション／コネクション、 ビジネス・インテリジェ
ンス、コンテンツ／情報管理、エンタープライズ・プランニング・ソリューション、CRMツール、セキュリティ、 
ITサービス、およびグラフィックス／ マルチメディアの分野で競争力のあるグレーター・トロント地域（GTA）、
ウォータールー 地方、およびオタワの各産業クラスターに運営拠点を構えている。
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ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョン地域では、10数社以上の企業ソフトウェア 開発関連企業が、
約1,000人を雇用している。これらの企業の専門分野は、eラーニングおよ
び電気通信業界関連のインターネット・プロトコル・テレビ（IPTV）である。
セント・ジョンとその周辺の地域に運営拠点を構えている企業には、IBM 
Canada、Innovatia、Mariner Partners、T4G、xwaveなどがある。

プリンスエドワード・アイランド州
シャーロットタウンには、最新ソフトウェア開発プロジェク
ト、ヘルスイメージング・アプリケーション、財務／人事部門
向けデータベース開発、革新的で独自仕様のラーニング・ア
プリケーションなど、様々な分野に特化した企業が所在してい
る。これらの主要企業には、CGI、Delta Ware、CareStream 
Health、Timeless Technologiesなどが名を連ねている。

ニューファンドランド・ラブラドール州
ニューファンドランド・ラブラドール州には、550社を超える中小規
模のICT 企業が所在し、石油・ガス、海洋技術、鉱業、製造業、教
育など、様々な業界にわたる専門技能を提供している。これらの企
業の大多数がセント・ジョンズに拠点を構え、高度な訓練を受け、ネッ
ト、C++、Java、ASP、オラクルをはじめ、ほぼすべてのソフトウェ
ア・アプリケーションに精通し、創造力に富んだ5,000人超の熟練エ
ンジニアを雇用している。
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United States of America

Vancouver, BC
Calgary, AB
Saskatoon, SK
Winnipeg, MB
Toronto, ON
Montréal, QC
Charlottetown, PEI
Halifax, NS

Canada
アルバータ州
アルバータ州のソフトウェア産業は、約1万6,600人を雇用し、年間30
億ドルを超える売り上げがある。アルバータ州、特にエドモントンに所
在するソフトウェア企業は、カスタム・プログラミング、デジタルコン
テンツ制作、eラーニング、エネルギー資源産業ソフトウェア、 財務プロ
セス管理ソフトウェアなど、幅広いビジネス分野で、高い専門性を発揮し、
その技能が広く認識されている。

マニトバ州
マニトバ州のICT企業1,500社の 約80％が、ウィニペグを所在地にして
いる。このクラスターでは、EDS、IBM Canada、IDERS、ImagiNET 
Resources Corp.、Momentum Healthware、Online Business 
Systems、Protegra Technology Group、Emerging Information 
Systems （EISI）などの大手ICT企業が、合計で1万5,000人を雇用している。
EISI は北米最大のファイナンシャル・プランニング・ソフトウェアの開発ベン
ダーである。同業界をサポートする研究開発施設には、マニトバ大学が5,200
万ドルを投じて新設した最新鋭のEngineering and Information Technology 
Complexや、レッドリバー・カレッジの新ダウンタウン・キャンパスなどがある。

サスカチュワン州
サスカチュワン州では、約300社のICT 企業が推定1万4,000人を雇用している。同州が誇るコン
ピュータソフトウェア／デジタルメディア・コンテンツ、医療管理システム、コンピュータ化された
銀行システムおよび組み込むリアルタイムシステムの技能は、世界中に輸出されている。サスカチュ
ワン州に所在する企業には、IBM、EDS、Vecima、CGI、GE Healthcareおよびカナダ最大の情
報システム管理サービス事業者の ISMなどがある。

ケベック州
グレーター・モントリオール地区のソフトウェア業界就業人口は、4万8,000人に
及ぶ。 その業容は極めて多岐にわたり、Eコマース、CRM、金融、ERP、製造
プロセス、医療、 運輸物流、研修、イメージング、行政などの業務用ソフト市場
で優れた実力を発揮している。グレーター・モントリオール地区に所在する主要
企業には、Dassault Systèmes、Ericsson Canada、MediSolution、SAP、
Société GRICSなどが名を連ねている。 企業は創造的な人材を育成するうえで、
同州に所在する多くの研究センターを活用できる。

ノバスコシア州
ノバスコシア州のソフトウェア開発業界は、主にハリファックスに集中し、8,000
人を超える熟練労働者を雇用している。主要企業には、Research in Motion、
Keane、CGI、IBM Canadaなどが名を連ねている。確固とした地位を築いてい
る教育機関やInformation Technology Industry Alliance of Nova Scotia（同
州のIT産業の成長と開発の促進に尽力している非営利組織）が、これらの企業をサ
ポートしている。

KEY CANADIAN CLUS

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、手厚い研究開
発奨励制度、地方自治体や地元開発機関から得られる質の高いサポー
ト、および知的財産権の保護が功を奏し、カナダでは企業が投資し
やすく活躍しやすいビジネス環境が整っている。

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また世
界で最も健全な銀行制度※4を備えた国として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit（EIU）、およびWorld Economic Forumが公表している評価
基準に基づくと、評価対象となったカナダの都市すべてが優れたビ
ジネス環境を提供している。なかでも、優れた支援を提供する地元
の開発ネットワークを有することから、シャーロットタウンとハリ
ファックスが傑出している。

際立つクオリティ・オブ・ライフ
カナダの生活環境が高い評価を受けている点が、国際的に優れた人
材をめぐる獲得競争において、重大な役割を演じている。自然の美
しさ、比較的低い生活費、生活の質と価値観を背景に、カナダは暮
らすのに最適な場所の一つとして、世界的に認識されている。この
ことが、カナダの都市が国内外から若手新入社員を、さらに世界中
から優れた外国人労働者を引き付ける理由になっている。

Mercer Cost of Living Survey、Sperling（著）『都市のラン
キング評価』（原題は“Cities Ranked & Rated”）、Economist 
Intelligence Unit（EIU）の生活の質指標など、国際的な評価基準に
よれば、カナダの都市は常にランキングのトップ近くを占めている。

生活環境 
（上位都市）※1

世界トップレベルのインフラ 

運営環境を総合的に評価するうえで、交通・通信インフラは重要な
検討事項である。対象地のインフラ評価には、幹線道路／一般道路
へのアクセス、交通渋滞、空港／港へのアクセス、公共交通機関、
電力／通信の安定供給などを考慮している。 

カナダは、高信頼度・高品質の通信／ブロードバンド・インフラに
おいて、比類のない接続性を提供している。また、電話料金につい
ても、G7諸国中で最低水準の料金体系になっている。

交通インフラの点でも、カナダの各都市が最高水準のインフラを提
供している。北米の評価対象地の中では、優れた公共交通網、空路
および海路でのアクセスのしやすさと接続の良さから、モントリオー
ルが上位に入っている。

インフラおよび情報通信網 
（上位都市）※1

8

カナダのバリュー・プロポジション

2

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州では、ASP（「動的にウェブページを作成する機能」
を意味するActive Server Pagesの略語）、ウェブホスティング、ビジネス・イン
テリジェンス、CRM、Eコマース、グラフィックス出版管理、サプライチェーン・
マネジメントなどを用途とするソフトおよび関連サービスを専門家が3万2,500人
を超える。バンクーバーのクラスターでは、そうしたアプリケーション分野で独
自のアプローチを開発した多国籍企業7社が活動している。コンテンツ管理、
SaaS、Eコマース、セキュリティ、ワイヤレス、デジタルビデオ、ウェブ2.0
などの分野でも市場優位性がある。
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オンタリオ州
オンタリオ州には、IBM、Microsoft、Adobe、Cisco Systems、HP、EDS、Satyamなど多国籍企業大手の子会社を含め、
世界一流のソフトウェア・システム開発企業が多数、拠点を構えているほか、Research in Motionなど、世界一流のカ
ナダ企業も所在する。こうした企業の大半は、ネットワーク・アプリケーション／コネクション、 ビジネス・インテリジェ
ンス、コンテンツ／情報管理、エンタープライズ・プランニング・ソリューション、CRMツール、セキュリティ、 
ITサービス、およびグラフィックス／ マルチメディアの分野で競争力のあるグレーター・トロント地域（GTA）、
ウォータールー 地方、およびオタワの各産業クラスターに運営拠点を構えている。
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ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョン地域では、10数社以上の企業ソフトウェア 開発関連企業が、
約1,000人を雇用している。これらの企業の専門分野は、eラーニングおよ
び電気通信業界関連のインターネット・プロトコル・テレビ（IPTV）である。
セント・ジョンとその周辺の地域に運営拠点を構えている企業には、IBM 
Canada、Innovatia、Mariner Partners、T4G、xwaveなどがある。

プリンスエドワード・アイランド州
シャーロットタウンには、最新ソフトウェア開発プロジェク
ト、ヘルスイメージング・アプリケーション、財務／人事部門
向けデータベース開発、革新的で独自仕様のラーニング・ア
プリケーションなど、様々な分野に特化した企業が所在してい
る。これらの主要企業には、CGI、Delta Ware、CareStream 
Health、Timeless Technologiesなどが名を連ねている。

ニューファンドランド・ラブラドール州
ニューファンドランド・ラブラドール州には、550社を超える中小規
模のICT 企業が所在し、石油・ガス、海洋技術、鉱業、製造業、教
育など、様々な業界にわたる専門技能を提供している。これらの企
業の大多数がセント・ジョンズに拠点を構え、高度な訓練を受け、ネッ
ト、C++、Java、ASP、オラクルをはじめ、ほぼすべてのソフトウェ
ア・アプリケーションに精通し、創造力に富んだ5,000人超の熟練エ
ンジニアを雇用している。
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投資先のベンチマーク
手法の説明
ここでは、カナダの様々なクラスターの競争力を、外国のクラスターと比べることで、ベンチマー
ク評価を行う。投資家の視点を基本として、代表的な投資のモデルプロジェクト（企業ソフトウェア
の開発に関わる事業―5ページのプロフィールを参照）を使って、調査、分析を行い、対外投資の候
補地を評価する際に、企業の意思決定者が通常精査する投資先の要件を評価する。 

今回の国際的な投資候補地のベンチマークは、世界的に有名な投資先調査コンサルティング会社
IBM-Plant Location International（IBM-PLI）に委託して実施した。IBM-PLIが行ったのは、企
業の投資プロジェクトで候補を審査する時に、投資家が用いるアプローチをシミュレートして、様々
な場所での事業運営のコストと質を比較・評価する調査である。サブセクター別に、250から300
項目の財務的、質的な投資先指標を検討した。

各対象地の事業運営環境の質を評価するために、5ページの運営環境表にある各カテゴリーのサブ
要素別に、多彩な情報源からデータを集めた。これらのデータは、ウェイト付けスコアボード・ア
プローチで、サブカテゴリー別、サブ要素別に比較可能なスコア（0から10まで）に換算されている。
投資先の各カテゴリーと各サブ要素をウェイト付けし、場所の選定プロセスでの相対的な重要度を
示した。この重み付けは、各サブセクター固有の値で、場所の選定で戦略的決定を下す投資家の手
助けをしてきたIBM-PLI の経験に基づくものである。

高度な財務分析も、代表的なプロジェクト・プロフィール別に、場所に左右される主な運営コスト
を対象項目として実施した。10年間の予測運営コストを、予想インフレ率を加味して算出し、その
正味現在価値を求めた。

INVESTMENT LOCA

4

世界の様々な場所で 
事業を運営した場合のコストと 
質の比較をベンチマークする 



投資先のベンチマーク
代表的なプロジェクトのプロフィール

事業の概要

企業向けソフトウェア・
アプリケーションの開発

プロジェクト推進のための 
主要なポイント  

» 経験のあるソフトウェア専門
家がいるか 

» ソフトウェア関連分野を専攻
する学生が多くいるか

» 事務所スペースを確保できるか

» ソフトウェアの研究開発基盤
が整備されているか 

» ソフトウェア産業クラスター
があるか 

» 海外の若い人材を誘致できる
だけの魅力があるか

営業費の分析

プロジェクトの財務モデル
の要件

労務
（総員数=150人）
アナリスト・プログラマー：

107人
上級アナリスト・ 
プログラマー：27人
チームリーダー：10人
プロジェクト・マネージャー：

6人

プロパティ
建物：50,000平方フィート 
（約1,405坪）

5 ※：要素のカテゴリーの重要度 ̶ 対応する投資先要素は重要度順。

事業運営環境

一般的なビジネス環境 
» 10％※

» 事業立ち上げを後押しする資金援助（奨励策）の有無　» 個人情報保護に 
関する法令、情報セキュリティー、知的財産権の保護策の順守状況　 
» 地方自治体・地元開発局による支援の質　» 営業許可の手続き　 
» 経済的・財政的安定性　» 政治的安定性

地元で熟練スタッフを
採用できる可能性
» 30％※

» ソフトウェア開発の経験を持つ従業員の存在　» 学生の多さ　 
» 労働力プール全体の規模　 
» 労働市場全体の逼迫状況（失業者数）

産業力／クラスターの存在 
» 15％※

» 研究開発の重要性　» 産業基盤の存在 

労働と規制の弾力性 
» 10％※

» 雇用と解雇の自由度　» 労働時間に関する法規　» 就労許可　 
» 労使関係／労働組合の姿勢

インフラと通信 
» 15％※

» 空路のアクセス　» ハイウェイ網と渋滞状況　» ITと通信の質と安定性　
» 電力供給の安定性　» 公共交通機関

不動産 
» 10％※

» 事務所スペースの供給状況

生活環境 
»10％※

» 海外の新卒者を誘致できる魅力　» 生活費　 
» 海外赴任者にとっての魅力
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事業環境の質的評価※

カナダには世界有数の極めて競争力のあるソフトウェア開発の中心地が　 
複数存在する。これらの場所では優れた運営環境に加えて、 
G7諸国の中では比類のない低コスト構造を提供している。 

6

カナダのバリュー・プロポジション

※：特に注記がなければ、グラフはIBM-PLIの評価スコア。

コスト評価※
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大中規模のカナダのクラスターは、ソフトウェア業界の専門スタッフが
多数および/または集中して存在していることを主因に、魅力的な運営環
境を提供している。IBM-PLI 調査の分析結果では、投資先の総合的な質
をランク付けする根拠となる複合投資先要素をすべて考慮すると、トロ
ント、モントリオール、バンクーバーおよびオタワが、北米投資先トッ

プ10に入る。熟練したソフトウェア専門スタッフの供給状況、ソフトウェ
ア関連分野を専攻する学生数、ソフトウェア専門技能の獲得競争の不在
を勘案する場合には、トロントが最高位を占め、モントリオールがトッ
プ5に入る。

経験豊富なクラスターの強み

ベンチマーク評価の対象となったカナダの都市は、北米の他の対象地と
比較して、運営コスト構造が低く抑えられている。カナダにおける新興
の中規模クラスター、および比較的確立した大規模クラスターの一部は、

米国および欧州の評価対象地よりもはるかに上位にランク付けされてい
る。カナダのコスト優位性は、人件費、法人税率および不動産コストの
低さに起因すると考えられる。

有利な運営コスト
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推定年間人件費 
（一部都市）※2

人件費の低さ
優秀なプログラマーやプロジェクト・マネジャーを必要とするソフ
トウェア開発会社にとって、人材の供給状況および人件費は重要な
検討事項である。

大規模な企業ソフトウェア設計センターの年間人件費の推定値を算
出すると、カナダの評価対象地にはコスト削減に関して、米国の著
名な比較対象地にまさる可能性が大いにあることが明らかになる。

米国と比較してカナダの人件費が低く抑えられる重要な一因は、従
業員福利厚生費の低さに由来する。カナダでは国民医療保険制度が
整備されているため、医療保険費の大部分が経営者の負担ではなく、
公的資金でまかなわれている。その結果、人件費が大幅に削減される。

活況を呈する ソフトウェア・クラスター
活力のあるソフトウェア産業クラスターが、カナダ全国で見受けられ
る。トロントおよびモントリオールが、カナダ最大のソフトウェア産
業クラスターを擁する一方、他の都市には、絶対数の規模では及ばな
いものの、トップクラスの人材を提供できるクラスターがある。

特に、オタワには、企業向けアプリケーション・ソフトウェア（EAS）
に特化した人材と企業が高度に集中しているため、魅力的な投資対象
地になっている。バンクーバー、エドモントン、その他の都市には、
専門技能を有する人材と企業がそろっている。

知的財産権の保護 
（G7諸国）※3

知的財産権を尊重
技術を革新的に利用することで新製品を創出することを旨とする
ソフトウェア企業にとって、知的財産の保護は必要不可欠である。
「2007年IMD国際競争力ランキング」によると、特許権および著作権
の保護では、カナダがG7諸国中、第2位に入っている。

産業クラスターの存在 
（上位都市）※1
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※1：特に注記がなければ、グラフはIBM-PLIの評価スコア。　※2：Watson Wyatt 2007/2008およびEconomic Research Institute (ERI) 2008のデータを基にしたIBM-PLIの算出値。
※3：IMD World Competitiveness Yearbook、2007年



United States of America

Vancouver, BC
Calgary, AB
Saskatoon, SK
Winnipeg, MB
Toronto, ON
Montréal, QC
Charlottetown, PEI
Halifax, NS

Canada
アルバータ州
アルバータ州のソフトウェア産業は、約1万6,600人を雇用し、年間30
億ドルを超える売り上げがある。アルバータ州、特にエドモントンに所
在するソフトウェア企業は、カスタム・プログラミング、デジタルコン
テンツ制作、eラーニング、エネルギー資源産業ソフトウェア、 財務プロ
セス管理ソフトウェアなど、幅広いビジネス分野で、高い専門性を発揮し、
その技能が広く認識されている。

マニトバ州
マニトバ州のICT企業1,500社の 約80％が、ウィニペグを所在地にして
いる。このクラスターでは、EDS、IBM Canada、IDERS、ImagiNET 
Resources Corp.、Momentum Healthware、Online Business 
Systems、Protegra Technology Group、Emerging Information 
Systems （EISI）などの大手ICT企業が、合計で1万5,000人を雇用している。
EISI は北米最大のファイナンシャル・プランニング・ソフトウェアの開発ベン
ダーである。同業界をサポートする研究開発施設には、マニトバ大学が5,200
万ドルを投じて新設した最新鋭のEngineering and Information Technology 
Complexや、レッドリバー・カレッジの新ダウンタウン・キャンパスなどがある。

サスカチュワン州
サスカチュワン州では、約300社のICT 企業が推定1万4,000人を雇用している。同州が誇るコン
ピュータソフトウェア／デジタルメディア・コンテンツ、医療管理システム、コンピュータ化された
銀行システムおよび組み込むリアルタイムシステムの技能は、世界中に輸出されている。サスカチュ
ワン州に所在する企業には、IBM、EDS、Vecima、CGI、GE Healthcareおよびカナダ最大の情
報システム管理サービス事業者の ISMなどがある。

ケベック州
グレーター・モントリオール地区のソフトウェア業界就業人口は、4万8,000人に
及ぶ。 その業容は極めて多岐にわたり、Eコマース、CRM、金融、ERP、製造
プロセス、医療、 運輸物流、研修、イメージング、行政などの業務用ソフト市場
で優れた実力を発揮している。グレーター・モントリオール地区に所在する主要
企業には、Dassault Systèmes、Ericsson Canada、MediSolution、SAP、
Société GRICSなどが名を連ねている。 企業は創造的な人材を育成するうえで、
同州に所在する多くの研究センターを活用できる。

ノバスコシア州
ノバスコシア州のソフトウェア開発業界は、主にハリファックスに集中し、8,000
人を超える熟練労働者を雇用している。主要企業には、Research in Motion、
Keane、CGI、IBM Canadaなどが名を連ねている。確固とした地位を築いてい
る教育機関やInformation Technology Industry Alliance of Nova Scotia（同
州のIT産業の成長と開発の促進に尽力している非営利組織）が、これらの企業をサ
ポートしている。

KEY CANADIAN CLUS

一般的なビジネス環境 
（上位都市）※1

ビジネスをしやすい環境
カナダの堅実でダイナミックな経済、低い法人税率、手厚い研究開
発奨励制度、地方自治体や地元開発機関から得られる質の高いサポー
ト、および知的財産権の保護が功を奏し、カナダでは企業が投資し
やすく活躍しやすいビジネス環境が整っている。

G7諸国の中で過去10年間、傑出したGDP 成長率を維持し、また世
界で最も健全な銀行制度※4を備えた国として、カナダには多大な成
長の可能性を秘め、安心して事業投資できる、安定的かつ強力なビ
ジネス環境が整っている。実際に、IMD、Economist Intelligence 
Unit（EIU）、およびWorld Economic Forumが公表している評価
基準に基づくと、評価対象となったカナダの都市すべてが優れたビ
ジネス環境を提供している。なかでも、優れた支援を提供する地元
の開発ネットワークを有することから、シャーロットタウンとハリ
ファックスが傑出している。

際立つクオリティ・オブ・ライフ
カナダの生活環境が高い評価を受けている点が、国際的に優れた人
材をめぐる獲得競争において、重大な役割を演じている。自然の美
しさ、比較的低い生活費、生活の質と価値観を背景に、カナダは暮
らすのに最適な場所の一つとして、世界的に認識されている。この
ことが、カナダの都市が国内外から若手新入社員を、さらに世界中
から優れた外国人労働者を引き付ける理由になっている。

Mercer Cost of Living Survey、Sperling（著）『都市のラン
キング評価』（原題は“Cities Ranked & Rated”）、Economist 
Intelligence Unit（EIU）の生活の質指標など、国際的な評価基準に
よれば、カナダの都市は常にランキングのトップ近くを占めている。

生活環境 
（上位都市）※1

世界トップレベルのインフラ 

運営環境を総合的に評価するうえで、交通・通信インフラは重要な
検討事項である。対象地のインフラ評価には、幹線道路／一般道路
へのアクセス、交通渋滞、空港／港へのアクセス、公共交通機関、
電力／通信の安定供給などを考慮している。 

カナダは、高信頼度・高品質の通信／ブロードバンド・インフラに
おいて、比類のない接続性を提供している。また、電話料金につい
ても、G7諸国中で最低水準の料金体系になっている。

交通インフラの点でも、カナダの各都市が最高水準のインフラを提
供している。北米の評価対象地の中では、優れた公共交通網、空路
および海路でのアクセスのしやすさと接続の良さから、モントリオー
ルが上位に入っている。

インフラおよび情報通信網 
（上位都市）※1
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2

ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州では、ASP（「動的にウェブページを作成する機能」
を意味するActive Server Pagesの略語）、ウェブホスティング、ビジネス・イン
テリジェンス、CRM、Eコマース、グラフィックス出版管理、サプライチェーン・
マネジメントなどを用途とするソフトおよび関連サービスを専門家が3万2,500人
を超える。バンクーバーのクラスターでは、そうしたアプリケーション分野で独
自のアプローチを開発した多国籍企業7社が活動している。コンテンツ管理、
SaaS、Eコマース、セキュリティ、ワイヤレス、デジタルビデオ、ウェブ2.0
などの分野でも市場優位性がある。
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オンタリオ州
オンタリオ州には、IBM、Microsoft、Adobe、Cisco Systems、HP、EDS、Satyamなど多国籍企業大手の子会社を含め、
世界一流のソフトウェア・システム開発企業が多数、拠点を構えているほか、Research in Motionなど、世界一流のカ
ナダ企業も所在する。こうした企業の大半は、ネットワーク・アプリケーション／コネクション、 ビジネス・インテリジェ
ンス、コンテンツ／情報管理、エンタープライズ・プランニング・ソリューション、CRMツール、セキュリティ、 
ITサービス、およびグラフィックス／ マルチメディアの分野で競争力のあるグレーター・トロント地域（GTA）、
ウォータールー 地方、およびオタワの各産業クラスターに運営拠点を構えている。
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※4：World Economic Forum Global Competitiveness Report 2008-2009、2008年10月

ニュー・ブランズウィック州
セント・ジョン地域では、10数社以上の企業ソフトウェア 開発関連企業が、
約1,000人を雇用している。これらの企業の専門分野は、eラーニングおよ
び電気通信業界関連のインターネット・プロトコル・テレビ（IPTV）である。
セント・ジョンとその周辺の地域に運営拠点を構えている企業には、IBM 
Canada、Innovatia、Mariner Partners、T4G、xwaveなどがある。

プリンスエドワード・アイランド州
シャーロットタウンには、最新ソフトウェア開発プロジェク
ト、ヘルスイメージング・アプリケーション、財務／人事部門
向けデータベース開発、革新的で独自仕様のラーニング・ア
プリケーションなど、様々な分野に特化した企業が所在してい
る。これらの主要企業には、CGI、Delta Ware、CareStream 
Health、Timeless Technologiesなどが名を連ねている。

ニューファンドランド・ラブラドール州
ニューファンドランド・ラブラドール州には、550社を超える中小規
模のICT 企業が所在し、石油・ガス、海洋技術、鉱業、製造業、教
育など、様々な業界にわたる専門技能を提供している。これらの企
業の大多数がセント・ジョンズに拠点を構え、高度な訓練を受け、ネッ
ト、C++、Java、ASP、オラクルをはじめ、ほぼすべてのソフトウェ
ア・アプリケーションに精通し、創造力に富んだ5,000人超の熟練エ
ンジニアを雇用している。
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カナダ投資局が
お役に立ちます
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事業を成長させるうえで、カナダを選ぶことがなぜ戦略的に有利なのかは、

当局のグローバル・ネットワークをご覧ください。

当局が提供するサービスの一覧：

• 各部門の市場に関する戦略的情報収集

• 政府の主要な意思決定者との直接的なコンタクト

• 民間部門・業界団体の連絡窓口および専門家の紹介

• カナダでの事業立ち上げに関する情報とアドバイス

• 投資に適した戦略的投資先を見極めるお手伝い

• 次の投資決定に役立つビジネスケース作りのお手伝い

インベスト イン カナダ

ソフトウェア分野

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。

在日カナダ大使館   投資・科学技術部

〒107-8503  東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6419

03-5412-6480
ファックス：03-5412-6254

Email: tokyo.its@international.gc.ca
URL: www.investincanada.gc.ca

www.japan.gc.ca

SOFTWARE カナダのソフトウェア分野
カナダのソフトウェア産業は就業人口が約26万1,100人、企業数が5万2,926社である。これ
ら企業は、ソフトウェアの開発販売会社が2,000社ほどあるほかは、ほとんどがシステム設
計と関連サービスを手がけている。カナダのソフトウェア関連サービス市場は2007年時点で
322億ドル規模に達した。また、 Software Magazine誌に掲載されたグローバル・ソフトウェ
ア企業トップ500社のうち20社はカナダ創業されており、カナダは国別割合で見ると米国に次
ぎ世界第2位である。

カナダのソフトウェア分野は、企業向けアプリケーション、eセキュリティ、医療、イメージング、
金融サービスをはじめとする様々な分野で強みを発揮しており、この5年間で、米国系企業を
中心とした外国からの投資が急増した。

主な利点
研究開発： カナダの情報通信技術（ICT）分野における国内研究開発費の総額は、2006年、60
億ドル（同じ行に）にのぼった。このうち、ソフトウェアとコンピュータ・サービスの研究開発
関連が34.1％を占めた※1。このソフトウェア研究開発への投資は、1997年比で298％増、前
年比で9.2％増と、大幅な伸びを示している。

カナダのイノベーションの推進力：イノベーション文化育むカナダの企業向けアプリケーショ
ン・ソフトウェア（EAS）分野では、Cognos（現在はIBM社の傘下）やOpen Textなど、世界
を牽引する一流企業が輩出している。また、世界を代表するEAS企業が、カナダへ投資しており、 
その事例をいくつか紹介すると、IBMのトロント・ソフトウェア研究所（2,000人以上の開発者
を抱え、IBMグループの中では世界で3番目に大きな研究所）、Microsoftの主要な開発センター
（ブリティッシュ・コロンビア州リッチモンド）、SageグループのグローバルR&D施設（ブリ
ティッシュ・コロンビア州）などがある。

カナダにおける企業向けアプリケーション・ソフトウェアの成長：SaaS（「サービスとして
のソフトウェア」を意味するSoftware as a Serviceの略語）アプリケーションおよびコラボ
レーティブ・アプリケーションの分野で、カナダが優れた能力を育んできた背景には、IBM、
Microsoft、SAP、Oracleなど、世界を牽引する一流企業がカナダに拠点を構えていることが
ある。特に、最も急速な成長が見込まれるのは、年平均成長率11.7％が予想されるCRM（「顧
客関係管理」を意味するCustomer Relationship Managementの略語）市場である。そして
最大の収益が見込まれる市場は、2007年、関連ソフト開発企業全体の収益が8億4,050万ドル
にのぼったERM（「企業関係管理」を意味するEnterprise Relationship Managementの略語）
市場である※2。

カナダの情報通信インフラ：カナダには世界第2位の充実した通信インフラがあり、あらゆる
タイプの技術関連ビジネスに必要な基幹環境が整っている。カナダ政府は2007年に、世界屈
指の次世代オール・オプティカル研究ネットワークとして知られる「CA*ネット 4」の設計、配
備、運用の継続を目的として、1億2,000万ドルの拠出を公約した。

カナダのソフトウェア分野はeセキュリティ、医療、イメージング、金融サービスなどの分野
でも強みを発揮している。

特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。  
※1：Canadian ICT Sector Profile、2008年7月　※2：IDC Canadian Enterprise Applications 2008年-2012年予測

カナダにおける近年の投資例

» The Citco Groupが2008 年、ヘッジフ
ァンド業界をサポートするアプリケーション開
発にあたり325人の新規雇用を伴う大規模
IT 投資をノバスコシアで実施する旨を発表。

» ワシントン州に本社を置くMicrosoft 
Corporationが2007年、ブリティッシュ・
コロンビア州に200人の新規雇用を伴う、グ
リーンフィールド施設を創設。

» カリフォルニア州を拠点とするParagon 
Global Resources Inc.が2007年、
ノバスコシア州における業務を拡大し、新た
に150人を採用。

» カリフォルニア州に本社を置くS a g e 
Software Inc.が2007年、オンタリオ州
でグリーンフィールド投資を実施し、130人の
新規雇用を創出。

» ドイツのSAP AGが 2007年、ケベック州に
750人の新規雇用を伴う、グリーンフィールド
施設を創設。

カナダに投資する世界的な大企業
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カナダのソフトウェア分野は、2007年時点で　
規模が322億ドル、企業数が5万2,926社、 
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